
横浜天声キリスト教会　　週報　第 14 巻 52 号（No.517）　　2019 年 12 月 29 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ローマ 12:1-2 ････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　２０番 いざやともに

*交読文　････････････････ 　５３番

*使徒信条　･･････････････　会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　２４５番　栄えに満ちたる

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：朴執事 天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　４５８番　主のみてにたよる日は

メッセージ　･･････････････ 神と人とで共同で織りなしていく人生という織物(黙示録 19:6-9)

御言葉を適用する祈り　･･ 　一同

賛美　･･････････････････ 　４４４番　み恵みゆたけき

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 12/31（火）21 時より、ニューイヤーズイブ礼拝を行います。

今年も礼拝によって年を終え、礼拝によって新年を始めます。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　見よ、おとめがみごもって男の子を産むであろう。その名はインマヌエルと呼ばれるで

あろう」。これは、「神われらと共にいます」という意味である。（マタイ 1:23）

　＿＿はまた、新しい天と新しい地とを見た。先の天と地とは消え去り、海もなくなってし

まった。また、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾った花嫁のように用意を

ととのえて、神のもとを出て、天から下って来るのを見た。また、御座から大きな声が叫

ぶのを聞いた、「見よ、神の幕屋が＿＿と共にあり、神が＿＿と共に住み、＿＿は神の

民となり、神自ら＿＿と共にいまして、人の目から涙を全くぬぐいとって下さる。もはや、

死もなく、悲しみも、叫びも、痛みもない。先のものが、すでに過ぎ去ったからである」。

すると、御座にいます方が言われた、「見よ、わたしはすべてのものを新たにする」。また

言われた、「書きしるせ。これらの言葉は、信ずべきであり、まことである」。そして＿＿に

仰せられた、「事はすでに成った。わたしは、アルパでありオメガである。初めであり終り

である。渇いている＿＿には、いのちの水の泉から価なしに飲ませよう。(黙示録 21:1-6)

メッセージ概要

　綾織物という織り物がある。違う種類の縦糸と横糸とを交差させ、色々な模様を浮き出す事ができる織り

物だ。私達の人生は綾織物のようなもので、自分自身という糸を、周囲の人や、物、事と、そしてイエス様と

交錯しつつ、人生の模様を織りなして行く。私達はこの 2019 年、何を織りなし、どんな模様が浮かび上

がっただろうか。私達はどうすれば、この人生に、永遠の、素晴らしい紋様を織っていく事ができるだろう。

　聖書を見ると、信仰の先人たちの、永遠に残る素晴らしい人生の模様が記されているが、同時に、神の

言葉に従順せず、あくまで自分勝手な道を貫いて、ついには滅んでしまった人達の模様も、記されている。

　人は不完全で、罪があり、やがて死ぬべき存在だが、主は完全で、聖く、永遠なるお方である。もし人が

神の言葉に従い、自身の行いや思考を主の言葉へと織り込んで行くなら、その人は完全で、きよい、神の

国へと、織り込まれて行く。神を知らない人は、罪を重ね、世界に悪い影響を及ぼして行くが、主は、人の

した悪も、サタンがした全ての破壊のわざさえも、全てを逆転し、益として下さる事が、可能なお方である。

　12 月、アドベントからクリスマスに至る時期、色々な人間模様を見て来た。マリヤが御使いの言葉に「おこ

とばどおり、この身になりますように」と言って、自分自身に御言葉を織り込んだ事によって、キリストがこの

世に来られるきっかけを、彼女は構築した。ザカリヤは最初、神の言葉を自分自身に織り込まず、自分の

理解を求めた結果、彼には口がきけなくなるという「災い」のような体験をしたが、かえって多くの人々が神

のわざを恐れ、神が栄光を受けられるという「益」へと変えられ、彼自身も最後には、主の栄光を称えた。

　このように人の人生は、主へと「織り込まれる」事によって、最悪から最善へと変えられて行く。そして後に

なって、主と共に織りなされた自分の人生を振り返って、その出来上がっている人生の絵柄を見る時、そ

の美しさ、主の完璧さに、ただ圧倒され、感動するのである。　祭司が身につけるあや織りの帯は、金色や、

青色、紫色、緋色の撚り糸、撚り糸で織った亜麻布で作られる。(出エジプト記 28:8)　私達も主に繋がるな

ら、人生に尊い糸が織り込まれ、最終的に、永遠の大祭司・キリストのからだへと、織り込まれて行くのだ。

　キリストは、天から地上へと向けられた梯子として、私達へ降りて来て、乙女マリヤより生まれ、人となって

私達の間に住まわれた。この、天から地へと差し伸べられた”縦糸”と、私達・人間という”横糸”とが交差す

る究極の点が、十字架である。こうして十字架という木を、私達の苦い人生の中に投げ入れ、私達の人生

へと織り込んでいくなら、今までの苦い人生はことごとく甘く造り変えられるのだ。（出エジプト記 15:22-27）

　私達キリスト者の人生は、神とのコラボレーションにより、永遠の美しい綾織物を織っていくようなもので、

聖徒たちの正しい行いが、永遠の王の中の王・キリストへと嫁ぐ際の花嫁衣装となって行く。(黙示録 19:8)
　私達が日毎、主キリストと交わり、あらかじめ用意されていた良い行いを為して行く都度、永遠に残る織

物の一縫い一縫いが、織りなされて行く。そして礼拝こそが、神と最も親密に交わる機会である。

　真の礼拝とは何か。パウロは言う。『あなた方の「からだ（ソーマ：肉体・魂・霊の全部）」を、神に喜ばれる、

生きた、聖なる供え物として捧げなさい。それが、あなたがたのなすべき霊的な礼拝である。』(ローマ 12:1)
　すなわち、全身全霊をもって、自らを神の言葉へと織り込んで行く。それによって神は、その人の人生に

働く機会を得るのである。神はどういうわけか、神の国の建てあげは、神ご自身お一人では進めず、人の

同意の上で、コラボレーションして建てあげていくようにしておられる。乙女マリヤのように、人が神の言葉

にアーメンし、その通り実行すると、そこに神が働く機会を得て、神の国が築き上げられていくのだ。

　しかしもし、神の御言葉と自分を混ぜ合わせないなら、その人は神の国の歴史から抹消されてしまう。

　マタイ１章の系図では、旧約には「いた」はずの王が記録から抹消されていて、また、系図には本来載ら

ないはずの異邦人の女が、なぜか系図に記されている。系図から抹消された王は、神の言葉に服従しな

かった王であり、系図に載せられた女は、神の言葉に忠実で従順だったからである。神の国の記録とは、

そういうものだ。神と一切関わりがなかった人は、いのちの書に名が記されないまま、永遠の滅びへ至る。

　今年一年、どんな紋様の織物を織ってきただろうか。どれほど真に礼拝を捧げて来ただろうか。どれほど、

神とのコラボレーションをして来ただろうか。私達は来年も主の言葉に従順し、主から恵みが与えられ、そう

して永遠の織物を主と共に織って行く皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 14 巻 52 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 12 月 29 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

